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～おしらせ～

  

福
祉
な
ど
重
点
課
題
を
行
政
へ
！

　

２
０
１
３
年
度
の
県
政
要
求
案
を
ま
と
め
る
た
め
、

８
月
29
日
第
１
回
政
策
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
最

初
に
昨
年
度
の
要
求
項
目
と
県
側
の
回
答
及
び
明
確
な

返
事
が
な
か
っ
た
項
目
や
改
善
策
が
示
さ
れ
な
か
っ
た

項
目
に
つ
い
て
県
側
の
回
答
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
回
答
は
そ
れ
ぞ
れ
要
求
を
提
出
し
た
構
成

団
体
に
お
い
て
検
討
し
、
今
年
度
の
対
応
と
新
た
な
課

題
に
対
す
る
要
求
事
項
を
ま
と
め
、
10
月
１
日
に
開
催

さ
れ
る
第
２
回
政
策
委
員
会
に
提
出
し
、
県
労
福
協
と

し
て
の
要
求
事
項
と
併
せ
要
求
案
と
し
て
ま
と
め
て
い

き
ま
す
。

　

県
労
福
協
と
し
て
は
、勤
労
者
福
祉
政
策
を
は
じ
め
、

県
民
の
安
心
・
安
全
の
生
活
を
守
る
た
め
、
経
済
的

困
窮
に
対
す
る
支
援
策
、
雇
用
情
勢
改
善
に
対
す
る
支

援
策
、「
新
し
い
公
共
」
を
地
域
・
県
民
が
推
進
す
る

施
策
等
を
県
に
要
請
し
て
行
き
ま
す
。
と
り
わ
け
、
現

在
長
野
県
よ
り
受
託
し
て
い
る
「
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
モ
デ
ル
事
業
（
Ｐ
Ｓ
事
業
）」
に
つ
い
て
は
、
自
民

党
政
権
下
で
本
年
よ
り
厚
生
労
働
省
が
主
管
と
な
り
、

２
０
１
５
年
４
月
か
ら
の
法
制
化
（
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
法
）
を
目
指
し
国
会
審
議
が
進
め
ら
れ
る
予
定
と

な
っ
て
お
り
、
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
対
応
を

行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
構
成
団
体
か
ら
の
要
望
に
つ
い
て
も
こ
の

政
策
委
員
会
の
中
で
検
討
し
、
取
り
入
れ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

な
お
、
今
年
度
の
交
渉
日
程
は
、
11
月
５
日
に
知
事

交
渉
及
び
部
局
折
衝
を
行
う
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

政策委員会の様子

安
心
・
共
生
の
福
祉
社
会
を
め
ざ
し
、活
動
を
開
始
！

〜
２
０
１
３
年
度
　

第
１
回
政
策
委
員
会
開
催
〜



１．地域のライフサポートセンターとしての活動
２．組織強化の取組み
３．勤労者福祉政策に関わる自治体要求
４．各種研修事業の実施
５．各種団体、ＮＰＯとの連携・協同
６．独自事業及び須高地区労福協との共催事業
　①高水地区勤労者体育大会の開催
　②「春のバスハイク」の実施　
　③北信地区メーデーへの対応
　④地区での「生活あんしんネットワーク事業」の取組み
　⑤組織拡大の取組み　⑥ＮＰＯ・ボランティア団体との連携
　⑦広報活動の推進　⑧勤労者フェスティバルの開催
　⑨新春交歓会の開催

１．相談業務
　①くらし・なんでも相談ほっとダイヤル 
　②無料職業相談
　③ながのパーソナル・サポート・センター
２．第８４回県中央メーデー
３．第３０回長野地区囲碁・将棋大会
４．第３１回長野地区勤労者体育大会
５．親子ふれあい行事の企画
６．良きパートナーを探そう「ＰＡＲＴ２８」
７．生涯生活サポート研修会
８．車いす無料貸し出し
９．福祉事業団体との連携強化
　①研修会・講演会の開催　②住宅フェアの開催
　③長野市勤労者共済会との連携
ＮＰＯ組織、市民団体との連携
自治体要請行動
その他

　①「長野地区労福協ニュース」の発行

１０．
１１．
１２．

１．メーデー
２．ライフプラン研修会
３．勤労者体育大会・青年女性交流会
４．「勤労者フェスティバル」
５．金融・共済事業の地域展開支援
６．自治体への提言活動
７．会員の拡大
　①勤労者サービスセンター・互助会・共済会との連携強化
　②未組織勤労者の事業団体利用促進
８．「暮らし何でも相談事業」の充実と「無料職業紹介事業」利用促進
９．佐久地域における貢献活動 
ろうきん青年女性委員会との連携１０．

１．２５周年事業
２．親子ふれあいバスハイク
３．各団体役職員交流会
４．勤労者チャリティー映画祭
５．新春パーティー
６．生涯サポート研修会
７．須高地区暮らしサポートセンター
　  ＊クレサラセミナーの開催など
８．高水地区勤労者体育大会
９．高校生のためのマネートラブル講座
自殺防止月間の取組み
県労福協活動への参加やその他共催事業の取組み

１．生活あんしんネットワーク事業
　①暮らしなんでも相談事業
　②福祉事業の地域展開支援
　　（気づきキャンペーン、
　　マネートラブルセミナー）
　③生涯生活サポート研修会
２．自治体との意見交換
３．労福協イベントの再開
４．メーデー

１．生活あんしんネットワーク事業の取組み
２．市政要求（提言）
３．幹事会・事務局会議の開催 
４．メーデーの実施 
５．勤労者文化祭の実施
６．勤労者体育大会の実施
７．労金・労済・住生の研修会の開催
８．各種福祉研修会の開催

９．ゴルフコンペの実施
新春交歓会の実施
各種審議会への委員選出
失業・離職者支援

１．相談活動の継続実施
　①失業・離職者支援活動
　　＊無料職業紹介事業を
　　「ジョブながのライフサポートセンター諏訪」として活動展開
　②暮らしなんでも相談
　③生活、なんでも相談ダイヤル
２．長野県勤労者体育大会予選会の開催
３．福祉事業団体との合同セミナーの開催 
　①労金との合同セミナーの開催
　　＊高校生のためのクレサラセミナー
　　＊退職前セミナー
　②全労済との合同セミナーの開催
　③住宅生協との合同セミナーの開催
４．暮らしに役立つセミナーの開催
　　＊県労福協・暮らしサポートセンター等主催セミナーへの
　　   参加促進
５．交流を目的としたイベントの開催
　①若年層の交流を目的としたイベントの開催
　②ボーリング大会の開催

１．機関会議の設置
２．生活あんしんネットワーク事業推進
３．各種研修会の開催
　①生涯サポート研修会
　②労福協「合同実務担当者研修会」（労金・全労済合同研修会）
４．勤労者の交流
　①飯伊地区勤労者交流ソフトバレーボール大会の開催
　②飯伊地区勤労者体育大会の開催
５．知らせる活動
　①「飯田労福協だより」の発行　②「飯田りんごん」への参加
　③飯伊地区メーデー　④飯田地区労働福祉団体賀詞交換会
６．労働団体・福祉事業団体等との連携と組織強化 
　①構成団体との連携　　　②行政・ＮＰＯ等との連携
　③「飯伊地区暮らしサポートセンター」の運営への参加
　④勤労者まつりの共催　　⑤ＰＳモデル事業
　⑥組織強化の取組み
７．飯田地区労福協結成１０周年事業の検討

１．ボランティア活動
　①鳥居峠散歩道整備
　②福祉施設等ボランティア活動
　③塩尻駅周辺のボランティア活動
２．メーデー
３．交流活動
　①マスつかみ大会
　②スポーツ交流大会（ソフトボール・ボーリング）
　③市民交流会バスツアー
４．市政要望
５．福祉研修会
６．福祉相談会
７．労福協フェスティバル

８．新春パーティー 
９．労福協情報の発行
勤労者福祉促進委員会の活動
労働懇談会

１．新春交歓会
２．第８４回木曽地区メーデー
３．第１１回木曽地区ゴルフコンペ

４．労福協木曽地域セミナー
５．財務管理・相続セミナー 
６．役員会の開催

１．労働会館の維持・管理・運営
２．ライフセミナーの開催
　①「知らないと損をする！退職前後の準備セミナー」
　②「勤労者のための住宅取得応援セミナー」
　③「介護体験教室」　④悪徳商法被害防止啓蒙活動
　⑤未組織勤労者の勤労者互助会加入促進活動
　⑥「住まいと暮らしを守る防災セミナー」（被災地復興支援ｲﾍﾞﾝﾄ継続）
　⑦労働者福祉に関わる相談業務を開設
　⑧労働者や退職者、家族が充実した人生を過ごすためにセミナー開催
　　（労福協活動の周知方法の創意工夫。労福協ニュースの発行。
　　未組織勤労者への情報発信）
　⑨その他必要に応じて対応

１．第８４回上小地区メーデーの実施
２．第５０回上小地区勤労者体育大会の実施
３．上田市労政懇談会の開催
４．休日相談会の開催
５．労福協「住宅フェア」の開催
６．労福協まつりの開催
７．各種イベントの開催
　①第１７回ディズニーリゾートツアー
　②第４回大人のバスツアー
８．加盟労組の家族イベント協賛
９．機関紙「ろうふくきょう」の発行
上小地区合同研修会の実施
生涯生活サポートセミナーの開催
気づきキャンペーン
公益に関わるセミナーの開催
相談会窓口の開設検討

１．労働会館の維持・管理・運営
２．労働者福祉活動全般
　①知らないと損をする！
　退職前後の準備セミナー」
　②「勤労者のための住宅取得応援セミナー」
　③「介護体験教室」
　④悪徳商法被害防止「消費者セミナー」
　⑤未組織勤労者の勤労者互助会加入促進活動
　⑥暮らしサポートセンターへの団体加入促進
　⑦労働者福祉に関わる相談業務を開設
　⑧労働者や退職者、家族が充実した人生を過ごすための
　　セミナー開催。
　(労福協活動の周知方法の創意工夫。「労福協ニュース」の発行。
　未組織勤労者への情報発信。)

１０．
１１．

１０．
１１．
１２．
１３．
１４．

１０．
１１．

１０．
１１．
１２．

勤労者をサポートする“１３地区労福協”２０１３年度活動計画

北信地区労福協
〈活動内容〉…………………………………………………〈活動内容〉…………………………………………………

長野地区労福協
〈活動内容〉…………………………………………………

佐久地区労福協
〈活動内容〉…………………………………………………

須高地区労福協
〈活動内容〉…………………………………………………
安曇野地区労福協

〈活動内容〉…………………………………………………
松本地区労福協

〈活動内容〉…………………………………………………
諏訪地区労福協

〈活動内容〉…………………………………………………
飯田地区労福協

〈活動内容〉…………………………………………………
塩尻地区労福協

〈活動内容〉……………………………………………………
木曽地区労福協

〈活動内容〉……………………………………………………
上伊那地区労福協

〈活動内容〉……………………………………………………
上小労福協

〈活動内容〉…………………………………………………
大北地区労福協

労福協活動に参加しよう！
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　　   参加促進
５．交流を目的としたイベントの開催
　①若年層の交流を目的としたイベントの開催
　②ボーリング大会の開催

１．機関会議の設置
２．生活あんしんネットワーク事業推進
３．各種研修会の開催
　①生涯サポート研修会
　②労福協「合同実務担当者研修会」（労金・全労済合同研修会）
４．勤労者の交流
　①飯伊地区勤労者交流ソフトバレーボール大会の開催
　②飯伊地区勤労者体育大会の開催
５．知らせる活動
　①「飯田労福協だより」の発行　②「飯田りんごん」への参加
　③飯伊地区メーデー　④飯田地区労働福祉団体賀詞交換会
６．労働団体・福祉事業団体等との連携と組織強化 
　①構成団体との連携　　　②行政・ＮＰＯ等との連携
　③「飯伊地区暮らしサポートセンター」の運営への参加
　④勤労者まつりの共催　　⑤ＰＳモデル事業
　⑥組織強化の取組み
７．飯田地区労福協結成１０周年事業の検討

１．ボランティア活動
　①鳥居峠散歩道整備
　②福祉施設等ボランティア活動
　③塩尻駅周辺のボランティア活動
２．メーデー
３．交流活動
　①マスつかみ大会
　②スポーツ交流大会（ソフトボール・ボーリング）
　③市民交流会バスツアー
４．市政要望
５．福祉研修会
６．福祉相談会
７．労福協フェスティバル

８．新春パーティー 
９．労福協情報の発行
勤労者福祉促進委員会の活動
労働懇談会

１．新春交歓会
２．第８４回木曽地区メーデー
３．第１１回木曽地区ゴルフコンペ

４．労福協木曽地域セミナー
５．財務管理・相続セミナー 
６．役員会の開催

１．労働会館の維持・管理・運営
２．ライフセミナーの開催
　①「知らないと損をする！退職前後の準備セミナー」
　②「勤労者のための住宅取得応援セミナー」
　③「介護体験教室」　④悪徳商法被害防止啓蒙活動
　⑤未組織勤労者の勤労者互助会加入促進活動
　⑥「住まいと暮らしを守る防災セミナー」（被災地復興支援ｲﾍﾞﾝﾄ継続）
　⑦労働者福祉に関わる相談業務を開設
　⑧労働者や退職者、家族が充実した人生を過ごすためにセミナー開催
　　（労福協活動の周知方法の創意工夫。労福協ニュースの発行。
　　未組織勤労者への情報発信）
　⑨その他必要に応じて対応

１．第８４回上小地区メーデーの実施
２．第５０回上小地区勤労者体育大会の実施
３．上田市労政懇談会の開催
４．休日相談会の開催
５．労福協「住宅フェア」の開催
６．労福協まつりの開催
７．各種イベントの開催
　①第１７回ディズニーリゾートツアー
　②第４回大人のバスツアー
８．加盟労組の家族イベント協賛
９．機関紙「ろうふくきょう」の発行
上小地区合同研修会の実施
生涯生活サポートセミナーの開催
気づきキャンペーン
公益に関わるセミナーの開催
相談会窓口の開設検討

１．労働会館の維持・管理・運営
２．労働者福祉活動全般
　①知らないと損をする！
　退職前後の準備セミナー」
　②「勤労者のための住宅取得応援セミナー」
　③「介護体験教室」
　④悪徳商法被害防止「消費者セミナー」
　⑤未組織勤労者の勤労者互助会加入促進活動
　⑥暮らしサポートセンターへの団体加入促進
　⑦労働者福祉に関わる相談業務を開設
　⑧労働者や退職者、家族が充実した人生を過ごすための
　　セミナー開催。
　(労福協活動の周知方法の創意工夫。「労福協ニュース」の発行。
　未組織勤労者への情報発信。)

１０．
１１．

１０．
１１．
１２．
１３．
１４．

１０．
１１．

１０．
１１．
１２．

勤労者をサポートする“１３地区労福協”２０１３年度活動計画

北信地区労福協
〈活動内容〉…………………………………………………〈活動内容〉…………………………………………………

長野地区労福協
〈活動内容〉…………………………………………………

佐久地区労福協
〈活動内容〉…………………………………………………

須高地区労福協
〈活動内容〉…………………………………………………
安曇野地区労福協

〈活動内容〉…………………………………………………
松本地区労福協

〈活動内容〉…………………………………………………
諏訪地区労福協

〈活動内容〉…………………………………………………
飯田地区労福協

〈活動内容〉…………………………………………………
塩尻地区労福協

〈活動内容〉……………………………………………………
木曽地区労福協

〈活動内容〉……………………………………………………
上伊那地区労福協

〈活動内容〉……………………………………………………
上小労福協

〈活動内容〉…………………………………………………
大北地区労福協

労福協活動に参加しよう！
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最
初
に
主
催
者
で
あ
る
県
労
福
協
の
中
山
理

事
長
が
「
P
S
事
業
は
、
平
成
23
年
4
月
か

ら
事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
、
本
年
3
月
で
内
閣
府

が
実
施
し
た
2
年
間
の
モ
デ
ル
事
業
を
終
了
し

た
。
非
常
に
厳
し
い
社
会
情
勢
の
中
、
複
雑
・

困
難
な
相
談
を
受
け
な
が
ら
、
皆
さ
ん
と
の
連

携
に
よ
り
事
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
本
年
度
は
国
の
制
度
は

変
わ
っ
た
が
、
引
き
続
き
P
S
モ
デ
ル
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
本
モ
デ
ル
事
業
の
委
託
者
で
あ
る
長

野
県
商
工
労
働
部
労
働
雇
用
課
の
濱
村
課
長
が

「
国
は
、
生
活
困
難
者
の
自
立
を
支
援
す
る
た

め
の
新
た
な
仕
組
み
を
検
討
し
て
い
る
。
県
と

し
て
は
、
こ
れ
ま
で
P
S
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て

き
た
、
き
め
細
か
な
対
応
で
生
活
に
困
っ
て
い

る
人
を
ど
う
や
っ
た
ら
普
通
の
生
活
、
社
会
に

戻
せ
る
か
と
い
う
具
体
的
な
実
践
方
法
を
、
新

た
な
補
助
事
業

の
中
に
伝
え
て

い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
」
と

挨
拶
し
ま
し

た
。

　

こ
の
あ
と
、

今
年
最
初
の
事

業
連
絡
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
座
長
の
選
任
を

行
い
、
佐
藤
豊
弁
護
士
が
座
長
に
選
任
さ
れ
、

本
会
議
の
議
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
２
年
間
の
モ
デ
ル
事
業
の
報

告
、
国
の
生
活
困
窮
者
支
援
制
度
及
び
平
成
27

年
度
施
行
を
目
指
す
「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

法
案
」
の
内
容
の
説
明
、
平
成
25
年
度
P
S
事

業
方
針
の
説
明
と
全
体
で
の
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。
平
成
25
年
度
事
業
に
つ
い
て
、
美
谷

島
セ
ン
タ
ー
長
よ
り
「
P
S
セ
ン
タ
ー
と
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
の
実
践
を
踏
ま
え
て
、

①
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
課
題
を
抱
え
て
支
援
を
求

め
る
人
を
、
問
題
を
限
定
せ
ず
に
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
受
け
止
め
る 

②
分
野
や
地
域

の
枠
を
超
え
て
必
要
な
支
援
に
つ
な

げ
る
た
め
の
総
合
調
整
を
行
う 

③

公
・
民
の
多
様
な
支
援
機
関
や
団
体

を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
、
役
割
分

担
と
協
働
に
よ
る
支
援
を
創
出
す
る 

こ
と
を
基
本
に
事
業
に
取
り
組
み
た

い
」
と
、
新
た
な
モ
デ
ル
事
業
に

対
応
し
た
取
組
方
針
を
説
明
し
ま
し

た
。

　

参
加
者
と
の
意
見
交
換
で
は
、
次

の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

・
行
政
関
係
者
…
行
政
が
で
き
る

こ
と
は
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、

P
S
セ
ン
タ
ー
が
仲
立
ち
す
る

こ
と
で
多
様
な
支
援
に
つ
な
が

り
効
果
が
で
て
い
る
。
P
S
の

よ
う
な
機
関
は
今
後
も
必
要
で

あ
る
。

　

・
民
間
支
援
団
体
…
そ
れ
ぞ
れ
の
支
援
団
体

は
、
目
的
に
よ
っ
て
対
象
者
が
限
定
さ
れ

て
し
ま
う
の
で
、
P
S
が
そ
れ
を
超
え
た

人
を
受
け
止
め
て
連
携
で
き
る
こ
と
は
あ

り
が
た
い
。　

　

最
後
に
佐
藤
座
長
が
「
制
度
の
転
換
点
に
あ

り
、
今
後
の
先
行
き
が
見
え
に
く
い
と
こ
ろ
も

あ
る
が
、
目
の
前
の
生
活
困
窮
者
の
課
題
に
は

対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
事

業
連
絡
会
は
情
報
を
共
有
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が

で
き
る
と
こ
ろ
で
協
働
し
て
支
援
活
動
を
つ
な

げ
る
場
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
ま
と
め
、

会
議
を
終
了
し
ま
し
た
。

多
様
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る

　
　
　
　

生
活
の
自
立
支
援
を
め
ざ
す

〜
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
モ
デ
ル
事
業
連
絡
会
開
催
〜

　

な
が
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
は
、
８
月
８
日
（
木
）
長
野
市
の
メ
ル
パ
ル

ク
N
A
G
A
N
O
に
お
い
て
、
平
成
25
年
度
長
野
県
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
モ
デ
ル
事
業

連
絡
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

事
業
連
絡
会
に
は
、
日
頃
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
相
談
支
援
事
業
の
推
進

に
連
携
・
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
行
政
機
関
、
社
会
福
祉
団
体
、
経
営
者
団
体
、
民
間
支
援
団

体
等
の
関
係
者
が
47
名
参
加
し
ま
し
た
。

事業連絡会の様子

議長就任の挨拶をする佐藤県連絡会座長
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二
〇
一
三
年
七
月
三
十
一
日
（
水
）
メ
ル
パ

ル
ク
長
野
（
長
野
市
）
に
お
い
て
「
全
労
済
長

野
県
本
部
第
四
回
代
表
者
会
議
」
、
「
長
野
県

労
働
者
共
済
生
活
協
同
組
合 

第
五
八
回
通
常

総
代
会
」
を
開
催
し
、
本
人
出
席
一
三
六
名
を

も
っ
て
活
発
な
討
議
を
行
い
、
全
て
の
議
事
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
長
団
に
木
村
行
男(

自
治
労)

、
一
志
誠(

松

本
地
区)

が
選
出
さ
れ
議
題
に
入
り
ま
し
た
。

　

全
労
済
長
野
県
本
部
第
四
回
代
表
者
会
議

の
付
議
事
項
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

議
事
一　

全
労
済
長
野
県
本
部
二
〇
一
一
年

度
・
二
〇
一
二
年
度
活
動
報
告
に
つ

い
て

議
事
二　

全
労
済
長
野
県
本
部
二
〇
一
三
年

度
活
動
計
画
（
案
）
に
つ
い
て

議
事
三　

全
労
済
長
野
県
本
部
経
営
委
員
に

つ
い
て

二
〇
一
三
年
度
基
本
方
針

　

一
．
推
進
基
盤
を
整
備
し
強
化
し
ま
す

　
　

運
営
組
織
（
経
営
委
員
会
、
地
区
運
営
委

員
会
等
）
の
役
割
を
確
認
し
全
労
済
運
動

を
展
開
し
ま
す
。

　
　

協
同
組
合
組
織
の
意
義
・
役
割
を
認
識

し
、
各
チ
ャ
ネ
ル
に
お
け
る
場
面
を
創
出

し
広
く
活
用
し
理
解
を
求
め
て
い
き
ま

す
。

　

二
．
組
合
員
の
安
心
と
信
頼
に
つ
な
が
る
推

進
活
動
を
行
い
ま
す

　

・
生
涯
保
障
設
計
運
動
を
通
じ
て
組
合
員
と

の
対
面
対
話
を
進
め
、
組
合
員
に
心
を
込

め
た
わ
か
り
や
す
い
説
明
で
安
心
を
導
き

ま
す
。

　

・
共
済
シ
ョ
ッ
プ
を
居
住
域
の
エ
リ
ア
拠
点

と
し
て
、
組
合
員
へ
利
用
い
た
だ
け
る
活

動
展
開
を
行
い
ま
す
。

　

・
既
組
合
員
を
大
切
に
し
た
継
続
対
応
と
次

世
代
組
合
員
・
家
族
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の

中
で
、
一
生
涯
の
保
障
設
計
提
案
を
し
て

い
き
ま
す
。

　

三
．
組
合
員
・
社
会
に
信
頼
さ
れ
る

全
労
済
と
し
て
責
任
を
発
揮
し
ま

す

　

・
協
同
組
合
組
織
と
し
て
社
会
貢

献
活
動
の
取
り
組
み
を
進
め
て
き

ま
す
。

　

・
事
業
団
体
と
の
連
携
を
深
め
る
中

で
協
同
組
合
組
織
（
全
労
済
）
の

役
割
を
発
揮
し
て
い
き
ま
す
。

　

・
共
済
金
の
支
払
い
等
、
組
合
員

へ
の
迅
速
・
丁
寧
な
対
応
を
目
指

し
、
生
活
再
建
を
応
援
し
て
い
き

ま
す
。

　

同
日
、
「
長
野
県
労
働
者
共
済
生
活

協
同
組
合 

第
五
八
回
通
常
総
代
会
」

が
開
催
さ
れ
、
冒
頭
の
関
本
部
長
あ
い

さ
つ
、
ご
来
賓
祝
辞
・
紹
介
後
、
各
議

案
が
賛
成
多
数
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

(

付
議
事
項
は
省
略
い
た
し
ま
す
。)

　

二
〇
一
三
年
度
は
六
月
一
日
よ
り
ス

タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
も
基

本
方
針
に
沿
っ
た
活
動
を
展
開
す
る

こ
と
で
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ

る
全
労
済
と
な
る
よ
う
役
職
員
一
丸
と

な
っ
て
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

全
労
済
長
野
県
本
部
第
四
回
代
表
者
会
議
・

　
　
　

長
野
労
済
第
五
八
回
通
常
総
代
会
　

開
催
報
告

第58回通常総代会で挨拶をする関本部長
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第
7
期
福
祉
リ
ー
ダ
ー
塾
は
2
0
1
3
年
6
月
28
日（
金
）

～
29
日（
土
）に
静
岡
県
三
島
市
の
東
レ
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー

に
て
開
催
さ
れ
、労
働
金
庫
の
宮
川
職
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

福
祉
リ
ー
ダ
ー
塾
は
、
労
働
組
合
も
労
福
協
も
広
義
の
意

味
で
は
、
N
P
O
（
市
民
セ
ク
タ
ー
）
で
あ
る
と
の
認
識
の

も
と
に
、
勤
労
者
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
労
働
者
自
主
福

祉
運
動
と
地
域
社
会
と
の
橋
渡
し
役
の
育
成
を
目
的
と
し
ま

す
。

　

2
日
間
で
4
名
の
講
師
よ
り
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
ま
ず
、
中
央
労
福
協
の
前
事
務
局
長
で
あ
る
高
橋
均
氏

よ
り
、「
労
働
運
動
と
労
働
者
福
祉
運
動
の
理
念
と
歴
史
」

と
題
し
、
こ
れ
ま
で
の
労
働
者
自
主
福
祉
運
動
の
歴
史
と
こ

れ
か
ら
の
運
動
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
労
働
組
合
を
含
む
協
同
組
合
は
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
の

組
織
で
あ
る
が
、
メ
ン
バ
ー
の
利
益
と
と
も
に
、
そ
れ
を
超

え
て
公
益
に
貢
献
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
組
合
員

か
ら
組
合
費
を
徴
収
し
、
組
合
員
の
た
め
に
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
の
が
労
働
組
合
の
仕
事
で
あ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
あ
る

と
す
る
「
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
（
共
益
）」
か
ら
、
組

合
員
だ
け
で
は
な
く
、
労
働
者
と
い
わ
れ
る
人
た
ち
全
体
の

た
め
に
働
く
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
（
公
益
）」
へ

転
換
が
必
要
で
あ
る
と
し
、
労
働
運
動
と
労
福
協
運
動
の
新

た
な
運
動
の
展
開
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
名
の
講
師
陣
の
中
で
も
、
特
に
印
象
深
か
っ
た

の
は
法
政
大
学
教
授
で
あ
り
、
自
ら
も
N
P
O
法
人
を
運
営

す
る
山
崎
秀
雄
氏
の
講
演
で
し
た
。「
労
働
組
合
・
労
福
協

と
N
P
O
の
連
帯
と
協
働
」
と
題
し
た
講
演
は
、
N
P
O
の

歴
史
と
定
義
に
つ
い
て
説
明
お
よ
び
産
官
学
民
の
連
携
に
よ

る
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
造
に
つ
い
て
、
山
崎
氏
の
運

営
す
る
N
P
O
の
事
例
紹
介
を
交
え
、
パ
ワ
フ
ル
に
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

他
に
（
独
）
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
の
山
崎
憲
氏
か

ら
ア
メ
リ
カ
の
労
働
組
織
と
労
働
組
合
の
活
動
事
例
に
つ
い

て
、
山
口
福
祉
文
化
大
学
教
授
の
高
木
郁
朗
氏
か
ら
連
帯
経

済
の
担
い
手
と
し
て
の
協
同
組
合
の
役
割
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
分
野
の
専
門
家
に
よ
る

講
演
は
勉
強
に
な

る
こ
と
ば
か
り
で

非
常
に
充
実
し
た

2
日
間
と
な
り
ま

し
た
。

　

福
祉
リ
ー
ダ
ー

塾
は
9
月
6
日

（
金
）
に
後
半
の

開
校
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

「
第
７
期
福
祉
リ
ー
ダ
ー
塾（
前
半
）」開
催
〜
新
時
代
の
リ
ー
ダ
ー
の

　
　
　
　
　
　

育
成
の
為
に
〜

　県労福協今後の主な予定
2013年
　●10月30日（水）10：30　労金・全労済合同新任運営委員研修（メルパルク長野）
　●11月 ５日（火）13：00　県政要求（県庁）
　●11月 ６日（水）10：00　虹の会マレットゴルフ大会（信州スカイパーク）
　●11月15日（金）10：00　第21回労働者福祉学校　（ホテル犀北館）
2014年
　● １月 ８日（水）14：00　新春交歓会・講演会　（ホテル国際21）
　● １月21日（火）13：30　構成団体合同研修会　（清風園）

2013年度長野県勤労者体育大会の日程

10月５日（土）
オリンピックスタジアム

野　　　球 県営長野球場

10月６日（日） オリンピックスタジアム

バドミントン 10月５日（土） 南長野運動公園総合体育館

バレーボール 10月５日（土） 東和田運動公園総合体育館

テニス 10月５日（土） 東和田運動公園テニスコート

　

８
月
23
日
（
金
）
松

本
市
の
美
ヶ
原
温
泉
、

ホ
テ
ル
翔
峰
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
事
務
局
か
ら
長

野
県
労
働
者
福
祉
協
議

会
の
一
年
間
の
活
動
報

告
、
な
ら
び
に
法
律
相

談
の
現
状
等
に
つ
い
て

提
案
し
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
意
見
交
換

が
活
発
に
行
わ
れ
、
特

に
、
相
談
者
の
多
様
化

が
進
ん
で
い
る
の
で
、

相
談
す
る
場
合
の
ル
ー

ル
の
再
確
認
が
必
要
で

は
な
い
か
と
の
提
起
を

受
け
、
今
後
の
法
律
相

談
が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に

行
わ
れ
る
た
め
に
検
討

し
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

2013年度顧問弁護団会議開催される

顧問弁護団会議の様子
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父
が
亡
く
な
り
、
父
の
遺
産
を
分
け

た
い
の
で
す
が
、
最
近
、
母
の
認
知
症

が
進
み
、
家
族
の
名
前
も
分
か
ら
な
い

よ
う
な
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
ど
の
よ
う
に
対
処

し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　

父
の
遺
産
を
分
け
る
方
法
と
し
て
は
、

遺
産
分
割
協
議
に
よ
る
こ
と
が
一
般
的
で

す
が
、
お
母
さ
ん
の
状
態
か
ら
す
る
と
、

遺
産
分
割
協
議
を
行
な
う
た
め
の
意
思
能

力
に
問
題
が
あ
り
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
家
庭
裁
判
所
に
お

母
さ
ん
の
成
年
後
見
人
を
選
任
し
て
も
ら

い
、
選
任
さ
れ
た
成
年
後
見
人
が
お
母
さ

ん
に
代
わ
っ
て
遺
産
分
割
を
行
な
う
こ
と

が
妥
当
で
し
ょ
う
。

な
お
、
成
年
後
見
人
に
は
、
親
族
（
子
）

が
就
任
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
が
、
遺
産

分
割
協
議
を
前
提
と
す
る
場
合
は
、
お
母

さ
ん
と
利
益
が
相
反
す
る
と
い
う
こ
と
で

成
年
後
見
人
と
し
て
遺
産
分
割
協
議
に
参

加
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ

の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、
弁
護
士
又
は
司

法
書
士
に
就
任
し
て
も
ら
う
こ
と
が
良
い

で
し
ょ
う
。

な
お
、
お
母
さ
ん
が
分
か
ら
な
い
か
ら
と

い
っ
て
、
勝
手
に
お
母
さ
ん
の
印
鑑
を
使

用
し
た
り
し
ま
す
と
、
遺
産
分
割
が
無
効

に
な
り
、
紛
争
の
元
に
な
り
ま
す
の
で
、

留
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

兄
弟
の
中
に
精
神
障
害
の
姉
が
お

り
、
母
が
成
年
後
見
人
に
選
任
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
父
が
亡
く
な
り
ま
し
た

の
で
、
遺
産
分
割
協
議
を
行
な
い
た
い

の
で
す
が
、
知
人
よ
り
母
が
姉
の
成
年

後
見
人
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
遺
産
分

割
協
議
が
で
き
な
い
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
遺
産
分
割
が
で
き
な
い
と
は
、
ど

の
よ
う
な
意
味
で
し
ょ
う
か
。
遺
産
分

割
す
る
た
め
に
ど
う
し
た
ら
よ
ろ
し
い

の
で
し
ょ
う
か
。

　

お
父
さ
ん
の
遺
産
に
関
し
て
は
、
お
母

さ
ん
は
、
相
続
人
自
身
で
あ
る
と
同
時
に

他
の
相
続
人
の
ひ
と
り
で
あ
る
お
姉
さ
ん

の
成
年
後
見
人
（
法
定
代
理
人
）
と
い
う

二
つ
の
身
分
（
立
場
）
を
持
っ
て
い
ま

す
。

　

お
父
さ
ん
の
遺
産
に
関
す
る
分
割
協
議

を
行
う
場
合
、
各
相
続
人
は
利
益
が
相
反

す
る
立
場
に
あ
り
ま
す
の
で
、
お
母
さ
ん

が
お
姉
さ
ん
の
成
年
後
見
人
と
い
う
代
理

人
と
し
て
の
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
は
公

平
性
を
欠
く
た
め
に
法
律
で
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
成
年
後
見
人
で

あ
る
お
母
さ
ん
の
申
し
立
て
に
よ
り
、
家

庭
裁
判
所
に
遺
産
分
割
協
議
を
行
な
う
た

め
の
お
姉
さ
ん
の
特
別
代
理
人
を
選
任
し

て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
特

別
代
理
人
は
、
お
姉
さ
ん
の
権
利
を
客
観

的
に
護
る
と
い
う
立
場
が
求
め
ら
れ
ま
す

の
で
、
親
族
以
外
で
お
姉
さ
ん
の
こ
と
を

良
く
知
っ
て
い
る
人
が
い
る
場
合
は
、
そ

の
人
を
代
理
人
候
補
者
に
立
て
て
申
し
立

て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
適
任
者

が
い
な
い
場
合
は
弁
護
士
・
司
法
書
士
等

に
お
願
い
す
る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
し

ょ
う
。

長野県多重債務者
無料相談会のお知らせ

■日　時：平成25年9月13日（金）　10：00～17：00
■会　場（予約・お問い合せ）：
　　　　・長野消費生活センター（県長野保健福祉事務所庁舎1階）
　　　　・松本消費生活センター（県 松 本 合 同 庁 舎 4 階）
　　　　・飯田消費生活センター（飯 田 市 美 術 博 物 館 隣）
　　　　・上田消費生活センター（県 上 田 合 同 庁 舎 6 階）

☎026-223-6777
☎0263-40-3660
☎0265-24-8058
☎0268-27-8517

 借金に関するトラブルで、一人で悩んでいませんか？弁護士・司法
書士よる多重債務者無料相談会が開催されます。借金問題でお困りの
方は、この機会に相談窓口へお出かけください。
 面談は予約制で行いますので、事前に下記の予約先へお電話くださ
い。（※予約は8月 30日（金）から 9月 12日（木）までの土・日曜
日を除く8：30～17：00の間に受け付けています。）

無料相談

一人で悩んでいませんか!!

【
回
答
】

【
事
例
①
】

相
続
時
の
成
年
後
見
人
に
つ
い
て

北川 哲男

司法書士

シ
リ
ー
ズ

№
46

く
ら
し
・
な
ん
で
も
相
談

【
事
例
②
】

【
回
答
】

毎
月
第
2
土
曜
日
は
、弁
護
士
・
司
法
書
士
・
特

定
社
会
保
険
労
務
士
な
ど
専
門
家
相
談
員
に
よ

る
相
談
日
で
す
。

ƒ
０
１
２
０—

３
９—
６
０
２
９

く
ら
し
・
な
ん
で
も
相
談〝
ほ
っ
と
ダ
イ
ヤ
ル
〟
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絆

き
ず
な

　

２
０
１
３
年
参
議
院
議
員
選
挙
が
終

了
し
た
。
マ
ス
コ
ミ
が
予
想
し
た
と
お

り
与
党
が
圧
勝
し
た
。
憲
法
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
、
今
後
の
日

本
の
在
り
よ
う
を
左
右
す
る
多
く
の
議

論
を
内
包
す
る
政
策
課
題
が
あ
り
ま
し

た
。
有
権
者
は
政
権
の
安
定
を
も
と
め

た
の
か
、
政
策
実
現
の
ス
ピ
ー
ド
化
を

期
待
し
た
の
か
民
意
の
結
果
が
出
さ
れ

た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

広
島
、
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て

か
ら
今
年
で
68
回
目
の
原
爆
忌
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
平
和
宣
言

で
松
井
広
島
市
長
は
無
差
別
に
命
を
奪

い
、
心
身
を
終
生
さ
い
な
む
原
爆
を
非

人
道
兵
器
の
極
み
で
あ
り
絶
対
悪
と
強

調
さ
れ
ま
し
た
。
世
界
に
は
い
ま
な
お

１
万
７
０
０
０
発
以
上
の
核
弾
頭
が
存

在
し
て
い
る
と
い
わ
れ
、
さ
ら
に
核
保

有
国
に
な
ら
ん
と
す
る
国
々
も
あ
る
。

核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
道
の
り
は
遠
く

見
え
る
が
、
核
兵
器
廃
絶
を
目
指
す
国
々

と
連
携
を
強
め
、
絆
を
結
び
一
日
も
早

く
核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
の
実
現

を
も
と
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

　

免
疫
学
の
権
威
で
社
会
シ
ス
テ
ム
な

ど
に
も
提
言
さ
れ
て
い
た
（
故
）
多
田

富
雄
先
生
の
「
寛

容
」
の
言
葉
の
意

味
を
掘
り
下
げ
て
、

人
類
の
平
和
共
存

を
確
信
し
な
け
れ

ば
と
思
う
熱
い
夏

で
あ
り
ま
す
。（
今
）

　

夏
休
み
前
の
７
月
20
日

の
土
曜
日
、
塩
尻
レ
ザ
ン

ホ
ー
ル
前
庭
を
会
場
に
、

塩
尻
地
区
労
福
協
及
び

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委

員
会
主
催
に
よ
る
恒
例
の

「
塩
尻
地
区
労
福
協
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
ろ
う
き
ん
塩
尻
支
店
運
営
委
員
会
主
催

の
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
親
子
ア
ニ
メ
ま
つ
り
」
を
行
い
、

例
年
に
な
く
、
多
く
の
親

子
連
れ
が
映
画
を
鑑
賞
し

ま
し
た
。

　

映
画
の
終
了
と
と
も

に
、
炎
天
下
の
中
、
参

加
者
は
焼
き
そ
ば
や
わ
た

あ
め
な
ど
の
模
擬
店
に
並

び
、
お
つ
り
が
足
り
な
い

程
の
大
盛
況
ぶ

り
で
し
た
。

　

大
道
芸
に
も

人
気
が
集
ま

り
、
暑
い
日
で

は
あ
り
ま
し
た

が
、
家
族
サ
ー

ビ
ス
の
場
を
提

供
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
い

ま
す
。

塩
尻
地
区
労
福
協
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

― 
ふ
れ
あ
い
屋
台
村
大
好
評 

―

8つ
　

左
に
並
ん
だ
二
枚
の
絵
を
見
比
べ
て
違

っ
て
い
る
箇
所
を
8
つ
探
し
て
下
さ
い
。

　

日
頃
使
わ
な
い
脳
へ
の
刺
激
に
な
る
か

と
思
い
ま
す
。

 

★
そ
の
１

長
野
県

労
福
協
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

下
の
バ
ナ
ー
か
ら

応
募
く
だ
さ
い
。

★
そ
の
２

F
A
X
番
号

０
２
６

（
２
３
２
）６
６
７
２

★
そ
の
３

官
製
は
が
き

（
宛
先
は
表
紙

に
あ
り
ま
す
。）

い
ず
れ
の
方
法
に
よ
る
応
募
の
場

合
も
次
の
項
目
を
必
ず
ご
記
入
く

だ
さ
い
。

●
ク
イ
ズ
の
答
え
（
８
つ
）

●
労
福
協
の
機
関
紙
に
対
す
る
意

見
・
要
望
を
何
か
一
言
。

●
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

所
属
団
体
（
単
組
名
）
又
は
勤

務
先
。

●
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で

5
名
の
方
に
図
書
カ
ー
ド

（
一
、
〇
〇
〇
円
分
）
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
。

●
締
切
り
９
月
30
日

1　　　　2　　　　3　　　　4　　　　5 1　　　　2　　　　3　　　　4　　　　5

A

B

C

D

（画：ろうきん　西澤　修氏）

プレゼントの応募方法が便利になりました!!FAXとホームページからも応募ができます。

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
応
募
方
法

http://www.lsc-nagano.or.jp/

前
回
の
正
解
は
当
選
者（
5
名
・
敬
称
略
）

斉
藤　

美
希	

萬
代　
　

努　

	

三
村
真
奈
美	

片
桐　

竜
哉	

池
田
よ
り
子	

（
長
野
市
）

（
上
田
市
）	

（
松
本
市
）

（
伊
那
市
）	

（
中
野
市
）	

大勢の参加者で混み合うフェスティバル会場

開会の挨拶をする中嶌会長

子供たちに大人気のピエロのまーくん

な が の 労 福 協 〈ライフサポートセンター〉 2013 年 9 月 5 日第 280 号 （8）


